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強誘電体 BaTiO3 の Ti K 共鳴 X 線ラマ

ン散乱（RXRS）の測定を行った。高エ研

PF のビームライン 7C に X 線発光分光器

ESCARGOT を設置し、Ti Kβ 蛍光（Ti 3p
→1s）近傍に観測される散乱光を測定し

た。BaTiO3 は、約 120℃で強誘電相転移

をし、室温の強誘電相では c 軸方向に自

発分極を持っている。本研究では、シング

ルドメイン単結晶の(100)面を用いている。 

図1 は全電子収量法で測定した BaTiO3

の Ti K 吸収スペクトルである。励起光の

電 場 方 向 が 自 発 分 極 に 垂 直 な 場 合

（E//b）を示している。およそ 4978eV 以上

のメイン構造は Ti 1s→4p 吸収に起因して

いるが、吸収端の弱い構造は、双極子遷

移（ED）と Ti 3d への四重極子遷移（EQ）

の重なりであると考えられる[1]。図の棒

線で示した吸収端直下の励起エネルギー

で RXRS の測定を行った。 

図 2 は BaTiO3 の E//b の RXRS スペク

トルである。P1 と P2 は Ti 3p→3d 励起、

P3～P5 は 3p→4p 励起によるラマン散乱

であると考えられる。また、約 23 eV 付近

に観測されているピークは電荷移動励起

であると考えられる。本研究では、方位角

依存性や温度依存性の測定も行ったので、

以前の Ti 2p 励起によるラマン散乱の結

果[2]と比較して報告する予定である。 

[1]E.Beaurepaire,et al. Europhys.Lett. 22（1993） 

[2]手塚他、第 24 回 PF シンポ（2007） 
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図１：ＢａＴｉＯ３のＴｉ K 吸収スペク

トル。 
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図２：ＢａＴｉＯ３の E//ｂの共鳴ラ

マンスペクトル。 


